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図１：Ｑ６モデルのgluinodressingとwinodressingによる陽子の寿命と、ＭSSMにおけるwino
dressmgによる寿命を崩壊モードＰ→Ｋ+アについて比較したもの。Ｑ6モデルの４本のラインは
スクォーク質量の縮退度７９△Ｑ＝10,1,01,0.01に対応する｡
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図２:崩壊モードｐ→Koe＋とｐ→Ｋ+刀の崩壊幅の比。第３世代のスレプトン質量、'３とウイー
ノ質量、⑰の２乗の比ZAp3＝’とした場合に、スクォーク質量の縮退度r9△Ｑ＝，0,1,01,0.0,の
４種類について調べた。
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学位論文審査結果の要旨
梶山裕二君の学位論文について、上記５名の審査委員による査読の後、平成１８年２月７曰に口頭発表が
行われた。同曰に審査会を開き、以下の理由で彼の論文は博士（理学）の学位に値すると判定した。
梶山君は、有限群Ｏβに基づくフレーバー対称性を持つ超対称模型において、F1avorChangingNeUtral
Current（FCNC）反応（電荷を変えないで粒子の種類が変わる反応）と陽子崩壊ついての調査を行なった。
標準理論では、素粒子の質量やそれらの間の混合を記述する混合行列は独立なパラメータであるが、フレー
バー対称性によってこれらのパラメータ間に関係をつけ､部分的にではあるが、フレーバー（素粒子の種類）
の構造を決定することができる。例えば、ニュートリノがなぜほとんどmaximalに混合しているかを説明
できる。現実的な超対称模型には、SUSＹフレーバー問題がある。これは、現実では超対称性は破れている
ため､その破れの効果が標準理論では強く抑圧されているFCNＣ反応を誘導し、実験と矛盾してしまうとい
う問題である。梶山君は、仏フレーバー対称性によってSUSＹフレーバー問題を緩和することができるこ
とを見いだした。また、一般に超対称模型は短かすぎる陽子の寿命を予言し、崩壊モー膜はフレーバーの構
造を反映することも知られている。梶山君は、０６フレーバー対称性が陽子崩壊に及ぼす影響を調べた。そ
の結果、この対称』性によって対称性が無い場合と比べて陽子の寿命を約一万倍にすることができることや、
実際に各種の崩壊モードが測定された場合、フレーバー対称性を実験的に検証することができる可能性があ
るとこを指摘した。これら結果は、標準理論を超える素粒子論の発展に大きな影響を与えるもであると期待
できる。-
以上の点から委員会は本論文が学位論文として値すると結論した。
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